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ECO BOAT の開発 
自然エネルギーを最大限に活用した瀬戸内海用クルーザー 
ECO BOAT 
The eco friendly cruiser for “Setouchi ”sea 
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Recently we must find out the next generation driving 
system as soon as possible from the viewpoint of saving the 
earth. There are many ecological driving systems. Of 
these, particularly electronic driving system is getting 
better. 
Nowadays, many people are researching about ecological 
generation systems, but all the performance of supply 
energy capacity is quite little, so we don't have the perfect 
cycle energy system now. From this reason when we design 
new ecological transportation we must consider about the 
scale of the ecological electronic system. 
 "Setouchi" sea is one of the best area for the systems. The 
people who lives wants new transportation .There are a lot 
of natural beauty, Islands, but the people can't go across the 
Islands freely because of the abolition of the Ferry route. 
The students of our university and the university of 
Berlin-Weissensee designed the ecological ship for the 
peoples. 
 


























































































いる。（2010 年度だけでも瀬戸内内のフェリー会社 4 社





















3つのSOSというコンセプト（Station Of Seaway/Save 
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・学生提案 3（山下チーム） 
電気自動車に乗車したまま乗り込むことができる乗り
捨て可能な電気推進船。船本体には大きなソーラーパネル
を搭載し、移動中に充電が可能。各島々を結ぶ渡し舟のよ
うな存在。充電ステーションのソーラーパネル配置に、フ
ラクタル配置を提案したりと、技術面にも踏み込んだ提案
となった。 
 
 
・ベルリン・ヴァイゼンゼー美術学院の提案 
瀬戸内の現状を踏まえた、コンビニエンスストア船や、
過疎化の進む島々へ向けた小型救急船舶、通勤時に利用者
の乗ってきた自転車で発電し、発電量により料金を割引す
るサービスを含んだ船舶、ソーラーパネルを帆として自在
に角度を変化させながら使用する船舶、など多様な提案が
なされた。 
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5) まとめ 
今回、学生と共に 10 年以内の近未来を想定して、瀬戸
内に相応しいエコ船舶を模索したが、船舶における駆動方
式が、内燃機関による推進から電気推進などのエコロジカ
ルな推進に変わることで、多くの新たな用途や、ニーズを
満たす可能性を予感させる結果となった。発表会において
は、今後の瀬戸内交通のあり方やエコフレンドリーな船舶
の可能性について活発な議論がなされ、有識者の方々から
は、概ねそれぞれのコンセプトに関しては賛同頂くことが
できた。しかしながら、具体的な船舶としての機能面や技
術面においては改善の余地があるという意見も頂いた。ま
た、東北大震災以降、深刻な電力不足となっている今、自
家発電機能に関しても更に注目が集まっている。エコボー
トプロジェクトの 1 年目としては一定の成果を上げたが、
今後はより具体的な調査や実地検証の必要がある。次年度
以降では自家発電能力を備えた船舶の製作を行い、その可
能性を探りたいと考えている。 
